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２-２ まちづくり基本構想のさらなる推進に向けた取組 

■ＪＲ京都線茨木・高槻間における鉄道高架化勉強会 

(1)概要 

目 的 

ＪＲ京都線茨木・高槻間における

交通及びまちづくりの課題解決

に向け、鉄道高架化とまちづくり

の検討を行う 

検 討 範 囲 
ＪＲ京都線の（仮称）総持寺駅 

から芥川までの約 3.4 ㎞ 

構 成 員 
ＪＲ西日本、茨木市及び高槻市の

部長級、（オブザーバー）大阪府 

 

(2)取組状況 

年月日 主な経過 

平成27年 11月 02日 

平成 28年 01月 12日 

平成 28年 02月 09日 

[第 1回] 

[第 2回] 

[第 3回] 

勉強会の開催目的と課題の共有 

茨木・高槻間の高架化のメリット、高架化を取り巻く環境 

今後の進め方 

平成28年 07月 28日 

平成28年 12月 19日 

[第 4回] 

[第 5回] 

高架化及び周辺まちづくりの検討 

高架化の検討状況（中間報告）、まちづくりの方向性 

 

(3)高架化とまちづくりの考え方 

①茨木・高槻間のまちづくり課題 

課題１ 人口減少・高齢化への対応 

  

人口増減分布、高齢化率、年齢階層別外出率       生活利便施設の立地状況 

H17-22人口増減率 

-20～-10 

-20～-20 

-10～10 

-10～10 

-10～20 

-20～10 

-不明 (％) 

増加傾向 

高齢化が進行 

⇒外出率が低下 

資料）H22 国勢調査 

資料）H22 国勢調査 

資料）H22 近畿圏ＰＴ 

スーパーマーケット 

内科、外科どちらかが診療科目の病院 

内科、外科どちらも診療科目の病院 

福祉施設 

スポーツ施設 

生活利便施設が少ない 
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課題２ 南北市街地の分断解消と都市機能の高度化 

  
都市基盤の現況             まちの災害に対する脆弱性 

  
生活道路の事故件数           ＪＲ京都線における踏切の現況 

 

課題３ 摂津富田駅の交通結節機能の向上   課題４ 駅周辺の地域資源の有効活用 

     

駅周辺の交通状況              地域資源の立地状況  

富
田
奈
佐
原
線 

辻
子
下
の
口
線 

南北ネットワーク 

が脆弱 

周辺家屋の浸水被害 

 

避難危険度が高い 

  

一時避難困難区域率 

凡   例 

危険度 

60％以上 80％未満 

40％以上 60％未満 

20％以上 40％未満 

20％未満 

80％以上 

※一時避難困難区域率：公園や指定避難場所等 
から 500ｍ以遠の範囲が占める割合 

 

 

 

摂津富田駅 

(仮称)総持寺駅 

富田村踏切 

赤大路踏切 
中条踏切 

奥の院踏切 

全国平均の 5倍～10 倍 

出典）ITARDA 生活道路事故 web マップ(H26 事故件数) 

ＪＲガード下 

の狭隘状況 

 

全国平均の 

3 倍～4倍 

赤大路踏切（高槻市域） 

開かずの踏切、通学路指定 

 

富田村踏切（高槻市域） 

開かずの踏切、事故多発踏切等 

 

奥の院踏切（茨木市域） 

開かずの踏切 

 

中条踏切（茨木市域） 

開かずの踏切 

 

 

南側駅前広場が未整備 駅間の交通が輻輳 

  

東西ネットワークが脆弱 

 行き止まり 

5_今城塚古墳 6_太田茶臼山古墳 

1_慶瑞寺    2_普門寺    3_教行寺    4_総持寺 

：歴史資源 

：企業 

○ 

○ 
○ ○ ○ 

○ 

○ 
○ 

○ ○ 

○ 
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②まちづくりの方向性 

 

 

 駅近
 ゾーン

 駅を核としてまちの風格と魅力を形成

 住居系
 ゾーン

 駅近が強化されることで人口の定住を
 促進

 歴史文化
 ゾーン

 地域資源の活用と駅の連携強化を図り
 来訪者を獲得

 鉄道間
ゾーン

 まちの防災力、生活利便施設の誘導を
 図ることで人口の定住を促進

凡例

 

③鉄道と道路の立体交差手法とその効果 

手 法 
ケース１ 単独立体交差 ケース２ 連続立体交差 

（北側関連側道） 

ケース３ 連続立体交差 

（南側関連側道） 

整備イメージ    

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

歩いて 

暮らせる 

まちづくり 

踏切除却による歩行者安全性
は向上、東西ネットワークは
脆弱 

（ △ ） 

東西及び南北ネットワークが
向上、歩行者の上下移動負担
が解消 

（ ○ ） 

東西及び南北ネットワークが
向上、歩行者の上下移動負担
が解消 

（ ○ ） 

茨木・高槻 

間の市街地

活性化 

南北分断の抜本的な解消せず 
 
 

（ △ ） 

高架下空間の有効利用で生活
利便施設等を誘致、まちの再
編に寄与 

（ ◎ ） 

高架下空間の有効利用で生活
利便施設等を誘致、まちの再
編に寄与 

（ ◎ ） 

大阪圏と 

京都圏の 

強みを活用 

都市施設を誘導する空間が無
いため、現状との大きな変化
がない 

（ × ） 

都市施設を誘致する空間の創
出（高架下、駅南、連鎖的） 

 
（ ○ ） 

都市施設を誘致する空間の創
出（高架下、駅南、連鎖的） 

 
（ ○ ） 

 

(4)今後の進め方 

 

    

 

茨木・高槻間のまちづくり課題 
人口減少・高齢化への対応 
南北市街地の分断解消と都市機能の高度化
摂津富田駅の交通結節機能の向上 
駅周辺の地域資源の有効活用 

 歩いて暮らせるまちづくり 

 茨木・高槻間の都市間連携による市街地活性化 

 大阪圏と京都圏の中央に位置する強みを活用 

まちづくりの方向性を実現するには、ＪＲ京都線の連続立体交差事業が最適な手法 

鉄道高架化勉強会による

情報の共有と検討 

①鉄道高架化の効果検証 

②都市間連携に資するまちづくりの深度化 

ＪＲ西日本、茨木市及び大阪府と連携し、引き続き協議調整 

 
 
 
 
 
 

まちの再編にあわせて、茨木・高槻

間に不足する「地域医療支援病院」

「子育て支援施設」「コンベンション

機能を有する施設」等の導入検討 

摂津富田駅 

富
田
奈
佐
原
線 

辻
子
下
の
口
線 

奥
の
院 

中
条 

赤
大
路 

富
田
村 

北側関連側道 北側関連側道(日影環境側道) 

南側関連側道 

摂津富田駅 

富
田
奈
佐
原
線 

辻
子
下
の
口
線 

奥
の
院 

中
条 

赤
大
路 

富
田
村 

摂津富田駅 

富
田
奈
佐
原
線 

辻
子
下
の
口
線 

奥
の
院 

中
条 

赤
大
路 

富
田
村 

連続立体交差事業による 
南北分断の解消 

南北一体的な駅前 
広場の整備 

まちの防災力向上 

地域資源の有効活用に資する高質な

道路及び沿道景観の形成 

南北ネットワーク強化になる都市計画道路の整備促進 

高架下の空間を利用した 
生活利便施設の導入 

浸水被害の軽減 東西ネットワーク強化になる側道の整備促進 


